市議会だより原稿用紙　　（日本共産党）　（石井通春）
↓ここから記入してください。　
標題１：リニア中央新幹線は中止すべき
（問）27年開通を目指し工事中のリニアは、大井川水量減水問題が本市に深く関わる。毎秒２トン減る事が発表されているが、本市を含め流域７市2町の大井川広域水道企業団からの取水量と同量だ。工事中止を求めるべきではないか。
（答）ＪＲとの協議の窓口である静岡市と県を通じ大井川流域の保全措置を求め、十分な事業説明や、工事後も必要な恒久対策を実施するとの回答を得た。
（問）協議の場が間接的なものしかない。水量の他豊富な大井川伏流水の水質にも影響しかねない。
（答）直接説明を受け意見を言う事が出来る場づくりを要請していく。ＪＲが住民や企業に直接きめ細かく説明をする場づくりも要請する。
住民生活や企業活動に影響を及ぼさない事が、市民に説明される事が事業着手の大前提だ。先日、ＪＲ東海の幹部職員の訪問を受け、その際、明確な対応策が示されていないのに県外で既に一部工事が着手されていることに抗議をした。

　豊かな大井川伏流水を利用するために大手の製薬会社が市に進出してきている。それがなかったら退出するかもしれず重大だ。水が枯れるか水質がかわるか、やってみなければわからないでは困る、住民に説明し納得したうえで工事をするように要請する。
標題２：浜岡再稼働に対し取組みを明らかにすべき

（問）川内、伊方原発の再稼働に共通しているのは、周辺自治体が反対していても、立地している自治体と所属県の同意だけで再稼働をしている点だ。北村市長が音頭を取り周辺自治体と県、中電で進めている安全協定に、周辺自治体の同意を得なければ再稼働を認めないとする項目はあるか。
（答）協議中の個別の事は答えられないが最終の詰めの段階に来ておりまとまり次第公表する。
（問）相手もある事だから明らかに出来ないこともわかるが市民が最も気になる。それがない安全協定は市民が納得できるものであると考えるか。
（答）立地4市町で行われている浜岡運転状況を遅滞なく送る伝達ルール、必要な時は協議を行えるルールを藤枝市を含んだ5市2町の周辺自治体にも同様に協定に盛り込んでいくようにしている。
